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ま
す
。
今
年
５
月
11
日
と
12
日
に
開
催
し
た

新
庁
舎
の
開
庁
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は

オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス

「
シ
ェ
ア
ノ
マ
」

「
シ
ェ
ア
ノ
マ
」
は
、
文
化
芸
術
活
動
を

中
心
に
、
地
域
活
動
や
公
益
活
動
な
ど
様
々

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
こ
ち
ら
も
「
ナ
カ
ノ
バ
」
同
様
、
貸

出
し
を
し
て
い
な
い
時
間
帯
は
来
庁
者
が
自

由
に
使
用
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

区
内
の
企
業
が
運
営
す
る

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
「
ナ
カ
ノ
ヤ
」

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
「
ナ
カ
ノ
ヤ
Ｎ
Ｙ
Ａ
ｃ
ａ

ｆ
ｅ
」
は
、
区
内
の
企
業
が
運
営
す
る
飲
食

店
。
モ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
デ
ィ
ナ
ー
ま
で
、
定

食
、
ス
イ
ー
ツ
、
ド
リ
ン
ク
類
、
コ
ー
ス
料

理
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
、
時
間
帯
ご
と
の

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
店
頭
に
は

65
イ
ン
チ
８
面
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が

あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示
の
ほ
か
、
区
の
取
り

組
み
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
発

信
。
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
も
行
う
予
定
で
す
。
●
営
業

時
間
：
区
役
所
開
庁
日
（
月
曜
〜
金
曜
）
は

９
時
30
分
〜
21
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
20

時
）、
区
役
所
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
、
祝
日
）

は
11
時
〜
21
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
20
時
）。

ア
ー
ト
と
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス

「
ナ
カ
ノ
の
ナ
カ
ニ
ワ
」

新
庁
舎
の
１
階
は
、
区
民
活
動
の
拠
点
と

し
て
お
使
い
い
た
だ
け
る
会
議
室
や
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
情
報
発

信
ス
ペ
ー
ス
「
ナ
カ
ノ
の
ナ
カ
ニ
ワ
」
は
１

階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
り
、
多
様
な

情
報
を
集
約
し
た
総
合
情
報
コ
ー
ナ
ー
。

ア
ー
ト
作
品
の
展
示
や
区
か
ら
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
作
品
は
、
中
野

区
で
の
活
動
が
活
発
な
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
（
正
規
の
美
術
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人

に
よ
る
芸
術
）
作
品
を
中
心
に
展
示
。
情
報

発
信
は
区
の
情
報
の
ほ
か
、
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
全
国
の
自
治
体
の
観
光
情
報
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

屋
内
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

「
ナ
カ
ノ
バ
」

「
ナ
カ
ノ
バ
」
は
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
備
え

た
開
放
型
の
屋
内
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、

２
０
０
人
程
度
の
収
容
が
可
能
で
す
。
区
民

向
け
事
業
の
会
場
と
な
る
ほ
か
、
区
民
団
体

や
法
人
等
に
夜
間
・
休
日
を
含
め
て
貸
出
し

を
行
い
ま
す
。
貸
出
し
を
し
て
い
な
い
時
間

帯
は
来
庁
者
が
自
由
に
使
用
で
き
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
の

ん
び
り
過
ご
す
方
、
勉
強
し
て
い
る
中
高
生

な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
ナ
カ
ノ
バ
」
の
ガ
ラ
ス
壁
は
開
放

す
る
こ
と
が
で
き
、
中
野
四
季
の
森
公
園
と

隣
接
す
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
ナ
カ

ノ
の
ソ
ト
ニ
ワ
」
と
一
体
的
な
活
用
も
で
き

１
階
は
多
彩
な
区
民
活
動
の
機
能
を
配
置
し
た
に
ぎ
わ
い
や
憩
い
の
場

ナカノのナカニワ

ナカノバ

シェアノマ

オープニングイベント

ナカノヤ
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中野区

計
画
か
ら
10
年
余
り
を
経
て

つ
い
に
完
成
し
た
新
庁
舎

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
竣
工
の
旧
庁
舎

は
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
、
床
面
積
の
不

足
や
耐
震
性
の
問
題
な
ど
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
中
野
区
で
は
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
１
月
に
「
新
し
い
区
役
所
整
備
基
本
方

針
」
を
定
め
て
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
区
役

所
の
整
備
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
平
成

28
（
２
０
１
６
）
年
12
月
に
「
新
し
い
区
役

所
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
。
翌
年
３
月
に

は
「
中
野
区
役
所
の
位
置
の
変
更
に
関
す
る

条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
区

民
と
の
意
見
交
換
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
経
て
、
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
３
月
に

基
本
設
計
を
策
定
。
翌
年
３
月
に
は
実
施
設

計
に
着
手
し
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
７

月
に
着
工
。
２
年
８
カ
月
の
工
事
期
間
を
経

て
令
和
６
年
２
月
末
に
竣
工
、
５
月
７
日
に

新
庁
舎
開
庁
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

耐
震
性
能
と
環
境
負
荷
低
減
を

実
現
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

建
物
の
外
観
は
、
遠
く
か
ら
見
て
も
す
ぐ

わ
か
る
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
大
き
な

ひ
し
形
の
格
子
は
ト
レ
リ
ス
と
い
う
構
造
フ

レ
ー
ム
、
そ
の
中
の
小
さ
な
青
い
ひ
し
形
の

パ
ネ
ル
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
小
さ
な
白
い
ひ

し
形
の
パ
ネ
ル
は
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
日
差

し
を
調
整
す
る
日
射
制
御
パ
ネ
ル
で
、
周
囲

の
景
観
に
な
じ
む
よ
う
に
木
立
の
幹
と
枝
葉

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
ト
レ
リ
ス
に
は

地
震
時
の
負
荷
を
軽
減
す
る
効
果
、
２
つ
の

令
和
６（
２
０
２
４
）年
５
月
７
日
、中
野
区
役
所
の
新
庁
舎
が
開
庁
し
ま
し
た
。中
野
四
季
の
森
公
園
の
隣
に
移

転
し
た
庁
舎
は
、緑
豊
か
な
周
囲
の
環
境
と
な
じ
ん
だ
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
省
エ
ネ
や
耐
震
性
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。区
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
利
便
性
を
高
め
た
窓
口
な
ど
、新
庁
舎
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
に
は
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
構
造
・
意
匠
・
環
境
が
三
位
一

体
と
な
っ
て
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
、
安

心
・
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
フ
ァ
サ
ー
ド

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
庁
舎
は
、
都
内
の
区
市
町
村
役

所
の
本
庁
舎
に
お
い
て
初
め
て
、「
Z
E
B 

R
e
a
d
y
」
を
取
得
し
ま
し
た
。「
Z
E
B
」

と
は
「
N
e
t 

Z
e
r
o 

E
n
e
r
g
y 

B
u
i
l
d
i
n
g
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）」
の
略
称
で
、
使
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
減
ら
す
「
省
エ
ネ
」
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
つ
く
る
「
創
エ
ネ
」
を
組
み
合
わ
せ
、

年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
建
築
物
で
す
。
中
野
区

役
所
新
庁
舎
は
、
国
の
基
準
か
ら
50
％
以
上

削
減
す
る
建
物
と
し
て
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
野
区
役
所
新
庁
舎

構
造
・
意
匠
・
環
境
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
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ま
す
。
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催
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、
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ど
が
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、
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り
ま
し
た
。
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プ
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「
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ノ
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」

「
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、
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術
活
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活
動
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活
動
な
ど
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な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
ス
ペ
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ス

で
す
。
こ
ち
ら
も
「
ナ
カ
ノ
バ
」
同
様
、
貸

出
し
を
し
て
い
な
い
時
間
帯
は
来
庁
者
が
自

由
に
使
用
で
き
る
休
憩
ス
ペ
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ス
と
し
て
開

放
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す
。

区
内
の
企
業
が
運
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デ
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ー
ま
で
、
定
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、
ス
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、
ド
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、
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ー
ス
料

理
、
ア
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ど
、
時
間
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ご
と
の
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を
提
供
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す
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の
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、
区
の
取
り

組
み
や
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の
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に
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た
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も
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定
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す
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21
時
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ラ
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ダ
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20
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日
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・
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、
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は
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21
時
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ラ
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20
時
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と
情
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ペ
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ス

「
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ノ
の
ナ
カ
ニ
ワ
」

新
庁
舎
の
１
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、
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民
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動
の
拠
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と
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使
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た
だ
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会
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や
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を
配
置
し
て
い
ま
す
。
情
報
発

信
ス
ペ
ー
ス
「
ナ
カ
ノ
の
ナ
カ
ニ
ワ
」
は
１

階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
り
、
多
様
な

情
報
を
集
約
し
た
総
合
情
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。
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受
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団
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等
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間
・
休
日
を
含
め
て
貸
出
し

を
行
い
ま
す
。
貸
出
し
を
し
て
い
な
い
時
間

帯
は
来
庁
者
が
自
由
に
使
用
で
き
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
の

ん
び
り
過
ご
す
方
、
勉
強
し
て
い
る
中
高
生

な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
ナ
カ
ノ
バ
」
の
ガ
ラ
ス
壁
は
開
放

す
る
こ
と
が
で
き
、
中
野
四
季
の
森
公
園
と

隣
接
す
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
ナ
カ

ノ
の
ソ
ト
ニ
ワ
」
と
一
体
的
な
活
用
も
で
き

１
階
は
多
彩
な
区
民
活
動
の
機
能
を
配
置
し
た
に
ぎ
わ
い
や
憩
い
の
場

ナカノのナカニワ

ナカノバ

シェアノマ

オープニングイベント

ナカノヤ

巻頭特集 414_ 三校� 24/08/29

中野区

3



ほ
か
に
も
新
た
な
相
談
窓
口
や

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
い
ろ
い
ろ

新
庁
舎
で
は
、
窓
口
の
利
便
性
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
、
新
た
な
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
し
た
。
２
階
に
開
設
し
た
お
く
や
み
窓
口

は
、
ご
家
族
等
の
身
近
な
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
際
、
ご
遺
族
の
不
安
や
負
担
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
区
役
所
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
手
続
き
の
案
内
・
受
付
を
行
う
専
用
窓
口

で
す
。
４
階
に
は
外
国
人
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
外
国
人
の
方
の
各
種
行
政
手
続
き
や
日

常
生
活
の
相
談
な
ど
を
多
言
語
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、「
待
た
な

い
」
で
税
金
や
保
険
料
等
を
現
金
で
お
支
払

い
い
た
だ
け
る
セ
ル
フ
レ
ジ
（
２
階
１
台
、

３
階
１
台
）
と
証
明
書
発
行
手
数
料
等
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
お
支
払
い
い
た
だ
け
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
レ
ジ
（
２
階
３
台
、
９
階

２
台
）
を
設
置
。
ま
た
、
１
階
総
合
案
内
と

３
階
発
券
機
（
高
齢
者
総
合
窓
口
最
寄
り
）

に
聞
こ
え
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
器
（
助
聴

器
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
窓
口
で
の
会
話
が

聞
こ
え
づ
ら
い
場
合
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

４
つ
の
「
な
い
」
プ
ラ
ス
１
で

手
続
き
が
簡
単
・
便
利
に
！

中
野
区
は
、
新
庁
舎
移
転
を
機
に
来
庁
者

の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
４
つ

の
「
な
い
」（
迷
わ
な
い
、
動
か
な
い
、
待

た
な
い
、
書
か
な
い
）
＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ

ン
）（
行
か
な
い
）
の
「
な
か
の
ス
マ
ー
ト

窓
口
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
フ
ロ
ア
案
内
人

と
発
券
機
の
設
置
に
よ
る
「
迷
わ
な
い
」、

窓
口
が
集
約
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
動
か
な

い
」、
セ
ル
フ
レ
ジ
や
、
都
市
計
画
、
建
物

に
関
す
る
資
料
の
複
写
、
証
明
書
発
行
等
の

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
導
入
に
よ
る

「
待
た
な
い
」、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
申

請
書
類
の
作
成
が
で
き
る
と
と
も
に
窓
口
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
申
請

書
等
が
作
成
で
き
る
「
書
か
な
い
」、
区
役

所
に
行
か
ず
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
手
続
き
が
で
き
る
「
行
か
な

い
」
で
す
。

な
か
で
も
中
野
区
役
所
な
ら
で
は
の
機
能

は
、
フ
ロ
ア
案
内
人
と
発
券
機
の
設
置
で

す
。
旧
庁
舎
で
は
来
庁
者
が
自
ら
窓
口
を
探

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
庁

舎
で
は
目
的
階
に
着
い
た
時
点
で
フ
ロ
ア
案

内
人
が
用
件
を
聞
き
、
発
券
機
を
引
い
て
窓

口
を
案
内
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
来
庁

者
に
も
好
評
で
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と
す
ぐ
に
声
を
か
け

て
く
れ
る
の
で
助
か
る
」「
窓
口
を
何
カ
所

も
回
ら
な
く
て
済
む
の
は
よ
い
」
等
の
お
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

関
連
す
る
手
続
き
の
フ
ロ
ア
を

同
じ
階
に
集
約
し
て
設
置

区
役
所
の
窓
口
で
来
庁
者
が
集
中
す
る
の

は
、
住
民
票
や
戸
籍
、
健
康
保
険
、
年
金
等

の
窓
口
で
す
。
新
庁
舎
で
は
、
こ
の
よ
う
な

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
２

階
と
３
階
に
集
約
し
、
い
ろ
い
ろ
な
階
に
動

か
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

窓
口
は
４
階
と
７
〜
９
階
に
も
あ
り
、
４

階
は
く
ら
し
・
生
活
の
相
談
と
公
共
公
益
活

動
団
体
フ
ロ
ア
、
７
〜
９
階
は
そ
の
他
手
続

き
の
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

階
に
は
各
課
の
窓
口
を
集
約
し
た
共
用
窓
口

を
設
置
し
、
個
別
の
窓
口
に
行
く
こ
と
な
く

１
カ
所
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談

室
も
多
数
あ
り
、
安
心
し
て
相
談
が
で
き
ま

す
。

２
階
か
ら
９
階
に
は
利
便
性
の
高
い「
な
か
の
ス
マ
ー
ト
窓
口
」を
開
設
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
統
合
さ
れ
た
「
多

機
能
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
に
よ
り

表
れ
始
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
は
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
す
が
、
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が

表
れ
始
め
て
い
ま
す
。
紙
文
書
の
削
減
は
、

新
庁
舎
移
転
に
向
け
て
60
％
削
減
を
目
標
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
移
転
後
の
文
書
量
調
査

の
結
果
、
約
66
％
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
多
機
能
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
職
員

は
執
務
ス
ペ
ー
ス
の
ど
こ
か
ら
で
も
必
要
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
、
組
織
を
超
え
た
連
携
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

区
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
職
員
に

と
っ
て
働
き
や
す
く
な
っ
た
中
野
区
役
所
は
、

に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
場
が
あ
る
区
民
活
動
の

拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
や
相
談
事
の

用
事
が
な
く
て
も
、
カ
フ
ェ
で
く
つ
ろ
い
だ

り
、
屋
上
庭
園
を
散
歩
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
な
ど
、
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
施
設
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
取
り
組
み

中
野
区
新
庁
舎
移
転
を
機
に
、
よ
り
よ
い

区
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
職
員
の
働
き

方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
」「
資

源
や
ス
ペ
ー
ス
の
集
約
・
共
用
化
」「
職
員
の

生
産
性
・
創
造
性
の
向
上
」
の
３
つ
で
す
。

ま
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

旧
庁
舎
は
、
執
務
室
に
誰
で
も
入
れ
る
環
境

に
あ
り
、
机
の
周
辺
は
紙
で
あ
ふ
れ
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
に
盗
難
防
止
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ

ク
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
は
、
区

民
の
大
切
な
情
報
を
守
る
と
と
も
に
来
庁
者

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
来
庁
者
専
用
の
動

線
を
確
保
し
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
業

務
用
と
来
庁
者
用
を
分
け
ま
し
た
。
ま
た
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
働
き
方
を
徹
底
す
る
な
ど

業
務
改
善
を
図
り
、
業
務
終
了
後
は
書
類
や

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
収

納
・
施
錠
管
理
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、

文
書
の
電
子
化
や
押
印
廃
止
、
タ
ッ
チ
ペ
ン

付
き
モ
バ
イ
ル
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
導
入
な
ど
を

進
め
る
こ
と
で
、
紙
を
持
ち
歩
く
こ
と
な
く

業
務
を
継
続
で
き
る
環
境
に
し
ま
し
た
。

続
い
て
資
源
や
ス
ペ
ー
ス
の
集
約
・
共
用

化
に
つ
い
て
、
旧
庁
舎
で
は
、
執
務
デ
ス
ク

や
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
、
窓
口
ス
ペ
ー

ス
、
消
耗
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

モ
ノ
や
場
所
を
各
課
が
個
別
に
管
理
し
て
い

ま
し
た
。
狭
い
ス
ペ
ー
ス
を
非
効
率
に
使
用

し
て
い
た
た
め
、
打
ち
合
わ
せ
デ
ス
ク
が
空

い
て
い
る
課
が
あ
る
一
方
、
足
り
な
い
課
も

あ
り
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
は
、
各
フ
ロ
ア
に

共
用
の
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
窓

口
ス
ペ
ー
ス
も
集
約
・
共
用
化
し
ま
し
た
。

職
員
の
生
産
性
・
創
造
性
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
集
約
・
共
用
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
集
中
作
業
席
や

防
音
ブ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
し
ま
し
た
。
執
務
席
は
管
理
職
も
含

め
て
課
内
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
と
し
、
職
員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
。
職
員

が
自
席
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
業
務
内
容
に

応
じ
て
最
適
な
場
所
を
選
択
し
て
働
く
こ
と

で
、
生
産
性
・
創
造
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
実
践

の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
無
線
L
A
N

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
ル
・
電

話
・
チ
ャ
ッ
ト
・
W
e
b
会
議
等
の
コ
ミ
ュ

よ
り
よ
い
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
統
合
さ
れ
た
「
多

機
能
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
に
よ
り

表
れ
始
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
は
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
す
が
、
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が

表
れ
始
め
て
い
ま
す
。
紙
文
書
の
削
減
は
、

新
庁
舎
移
転
に
向
け
て
60
％
削
減
を
目
標
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
移
転
後
の
文
書
量
調
査

の
結
果
、
約
66
％
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
多
機
能
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
職
員

は
執
務
ス
ペ
ー
ス
の
ど
こ
か
ら
で
も
必
要
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
、
組
織
を
超
え
た
連
携
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

区
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
職
員
に

と
っ
て
働
き
や
す
く
な
っ
た
中
野
区
役
所
は
、

に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
場
が
あ
る
区
民
活
動
の

拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
や
相
談
事
の

用
事
が
な
く
て
も
、
カ
フ
ェ
で
く
つ
ろ
い
だ

り
、
屋
上
庭
園
を
散
歩
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
な
ど
、
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
施
設
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
取
り
組
み

中
野
区
新
庁
舎
移
転
を
機
に
、
よ
り
よ
い

区
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
職
員
の
働
き

方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
」「
資

源
や
ス
ペ
ー
ス
の
集
約
・
共
用
化
」「
職
員
の

生
産
性
・
創
造
性
の
向
上
」
の
３
つ
で
す
。

ま
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

旧
庁
舎
は
、
執
務
室
に
誰
で
も
入
れ
る
環
境

に
あ
り
、
机
の
周
辺
は
紙
で
あ
ふ
れ
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
に
盗
難
防
止
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ

ク
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
は
、
区

民
の
大
切
な
情
報
を
守
る
と
と
も
に
来
庁
者

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
来
庁
者
専
用
の
動

線
を
確
保
し
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
業

務
用
と
来
庁
者
用
を
分
け
ま
し
た
。
ま
た
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
働
き
方
を
徹
底
す
る
な
ど

業
務
改
善
を
図
り
、
業
務
終
了
後
は
書
類
や

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
収

納
・
施
錠
管
理
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、

文
書
の
電
子
化
や
押
印
廃
止
、
タ
ッ
チ
ペ
ン

付
き
モ
バ
イ
ル
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
導
入
な
ど
を

進
め
る
こ
と
で
、
紙
を
持
ち
歩
く
こ
と
な
く

業
務
を
継
続
で
き
る
環
境
に
し
ま
し
た
。

続
い
て
資
源
や
ス
ペ
ー
ス
の
集
約
・
共
用

化
に
つ
い
て
、
旧
庁
舎
で
は
、
執
務
デ
ス
ク

や
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
、
窓
口
ス
ペ
ー

ス
、
消
耗
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

モ
ノ
や
場
所
を
各
課
が
個
別
に
管
理
し
て
い

ま
し
た
。
狭
い
ス
ペ
ー
ス
を
非
効
率
に
使
用

し
て
い
た
た
め
、
打
ち
合
わ
せ
デ
ス
ク
が
空

い
て
い
る
課
が
あ
る
一
方
、
足
り
な
い
課
も

あ
り
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
は
、
各
フ
ロ
ア
に

共
用
の
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
窓

口
ス
ペ
ー
ス
も
集
約
・
共
用
化
し
ま
し
た
。

職
員
の
生
産
性
・
創
造
性
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
集
約
・
共
用
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
集
中
作
業
席
や

防
音
ブ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
し
ま
し
た
。
執
務
席
は
管
理
職
も
含

め
て
課
内
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
と
し
、
職
員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
。
職
員

が
自
席
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
業
務
内
容
に

応
じ
て
最
適
な
場
所
を
選
択
し
て
働
く
こ
と

で
、
生
産
性
・
創
造
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
実
践

の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
無
線
L
A
N

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
ル
・
電

話
・
チ
ャ
ッ
ト
・
W
e
b
会
議
等
の
コ
ミ
ュ

よ
り
よ
い
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革

巻頭特集 414_ 三校� 24/08/29

屋上庭園 執務室で職員の方がペーパーレスで会議中の写真

中野区

5
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本
年
2
月
の
都
区
協
議
会
で
合
意
し

た
「
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
方

針
」
に
基
づ
き
、
23
区
別
の
算
定
を

行
っ
た
結
果
が
、
8
月
6
日
の
区
長
会

総
会
に
お
い
て
都
か
ら
示
さ
れ
、
同
日

付
の
都
区
協
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
算
定
結
果
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
普
通
交
付
金

各
区
へ
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
金
の

総
額
は
、
1
兆
1
2
5
8
億
2
0
0
0
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
3
0
0
億
6
0
0

万
円
、
率
に
し
て
2
・
7
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

普
通
交
付
金
は
、
区
別
に
基
準
財
政

需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額
を
算
定
し

そ
の
差
額
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
16
区

が
増
、
5
区
が
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
別
の
算
定
結
果
は
表
の
と
お
り

で
、
21
区
が
交
付
区
と
な
り
ま
し
た

が
、
港
区
と
渋
谷
区
は
、
基
準
財
政
収

入
額
が
基
準
財
政
需
要
額
を
上
回
り
、

算
定
上
の
財
源
不
足
額
が
生
じ
な
い
た

め
、
港
区
は
22
年
連
続
で
、
渋
谷
区
は

2
年
ぶ
り
に
不
交
付
区
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
準
財
政
収
入
額

基
準
財
政
収
入
額
は
、
1
兆
3
8
2
1

億
9
6
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

5
8
6
億
8
3
0
0
万
円
、
率
に
し
て

4
・
4
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の

緩
や
か
な
改
善
に
よ
る
総
所
得
金
額
の

増
な
ど
に
よ
り
、
特
別
区
民
税
が
前
年

度
比
で
67
億
2
1
0
0
万
円
、
率
に
し

て
0
・
7
％
の
増
と
な
っ
た
こ
と
や
、

「
令
和
6
年
度
税
制
改
正
」
に
お
け
る

個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
の
影
響
な
ど

に
よ
り
、
地
方
特
例
交
付
金
が
前
年
度

比
で
4
0
1
億
2
0
0
万
円
、
率
に
し

て
7
0
8
・
2
％
の
増
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
で
す
。

　
基
準
財
政
需
要
額

基
準
財
政
需
要
額
は
、
2
兆
4

�

8

�
9
�1�

億
2
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

8
3
7
億
1
4
0
0
万
円
、
率
に
し
て

3
・
5
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
経
常
的
経
費
は
、
商
工

振
興
費
（
中
小
企
業
関
連
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
事
業
（
緊
急
対
策
分
））、
予

防
接
種
助
成
事
業
費
（
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
）
な
ど
の
新
規
算
定
や
、
細
街
路

拡
幅
事
業
費
な
ど
の
算
定
充
実
に
加

え
、
退
職
手
当
費
な
ど
の
算
定
改
善
、

ま
た
各
数
値
・
単
価
の
改
定
な
ど
を

行
っ
た
結
果
、
算
定
額
は
1
兆
8

�

7

�
4
�8�

億
3
9
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

3
9
3
億
1
2
0
0
万
円
、
率
に
し
て

2
・
1
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
公
共
施
設

改
築
工
事
費
の
臨
時
的
算
定
な
ど
に
よ

り
、
算
定
額
は
6
1
4
2
億
6

�

3

�
0
�0�

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
1
2
3
0
億

2
6
0
0
万
円
、
率
に
し
て
25
・
0
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
算
定
差
額	

普
通
交
付
金
合
計
額
の
1
兆
1

�

2

�
5
�8�

億
2
0
0
0
万
円
は
、
当
初
見
込
ん
だ

交
付
金
の
総
額
の
1
兆
1
5
5
2
億

8
0
0
万
円
よ
り
も
2
9
3
億
8

�

8

�
0
�0�

万
円
少
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
算
定
差

額
、
い
わ
ゆ
る
算
定
残
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
差
額
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
都
の
最
終
補
正
予
算
の
財
源
状
況

を
確
認
し
た
上
で
整
理
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令和6年度都区財政調整区別算定額決定される
― 普通交付金300億円の増 ―

●基準財政収入額【23区】	（A）1,382,196百万円（前年度比4.4％増）
●基準財政需要額【23区】	（B）2,489,102百万円（前年度比3.5％増）
●差し引き　　	　（B）－	（A）1,106,906百万円（①－②）

　		うち財源不足額　　　　　　　　　	1,125,820百万円		①
　		【交付区　21区	 基準財政収入額＜基準財政需要額】

　		うち財源超過額　　　　　　　　　　　18,914百万円		②
　		【不交付区　2区	 基準財政収入額＞基準財政需要額】

●普通交付金（＝財源不足額）	1,125,820百万円（前年度比2.7％増）

令和6年度　都区財政調整区別算定結果（当初算定）
（単位：百万円、％）

区 名
基 準 財 政
収 入 額

基 準 財 政
需 要 額

普　通　交　付　金

Ａ Ｂ ＢーＡ 増減率

千 代 田 区 29,893 34,113 4,220 14.5

中 央 区 40,907 58,719 17,812 ▲	33.3

港 区 92,966 75,034 0 0.0

新 宿 区 61,069 87,809 26,740 ▲	1.5

文 京 区 40,931 64,561 23,630 11.8

台 東 区 30,203 59,316 29,113 4.8

墨 田 区 34,001 77,460 43,460 3.7

江 東 区 69,906 138,363 68,457 6.2

品 川 区 63,847 107,554 43,707 10.0

目 黒 区 51,272 69,477 18,205 3.6

大 田 区 95,474 173,916 78,443 5.1

世 田 谷 区 142,909 204,216 61,307 3.1

渋 谷 区 62,678 61,695 0 皆減

中 野 区 43,704 84,043 40,339 ▲	3.2

杉 並 区 78,715 129,632 50,917 6.9

豊 島 区 41,432 74,714 33,282 ▲	4.0

北 区 39,938 98,756 58,818 5.0

荒 川 区 23,929 68,147 44,219 3.3

板 橋 区 62,479 144,611 82,132 7.2

練 馬 区 85,900 184,644 98,744 4.6

足 立 区 69,691 179,677 109,986 3.0

葛 飾 区 46,813 131,078 84,265 3.2

江 戸 川 区 73,540 181,565 108,025 ▲	0.6

合 　 　 計 1,382,196 2,489,102 1,125,820 2.7

注１）端数処理のため、縦横の計算が一致しない場合がある。
注２）増減率は、令和5年度再算定との比較である。
注３）※財源不足額が生じていないため、不交付となる。

※

※
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特
別
区
長
会
は
、
令
和
7
年
度
の
国

の
施
策
及
び
予
算
編
成
に
向
け
た
、
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
各
区
か
ら
提
出
さ
れ

た
項
目
を
も
と
に
、
区
長
会
で
決
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

吉
住
会
長
（
新
宿
区
長
）、
前
川
副

会
長
（
練
馬
区
長
）、
近
藤
副
会
長
（
足

立
区
長
）、
斉
藤
副
会
長
（
江
戸
川
区

長
）
が
、
7
月
30
日
に
国
土
交
通
省

へ
、
31
日
に
総
務
省
へ
、
ま
た
8
月
19

日
に
は
、
内
閣
府
（
こ
ど
も
家
庭
庁
）

を
順
に
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
臣
等
に

要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

1
　
国
土
交
通
省

交
通
シ
ス
テ
ム
・
都
市
計
画
道
路
等

の
整
備
促
進
、
災
害
対
策
の
充
実
等
に

つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
促
進
で
は
、

交
通
政
策
審
議
会
答
申
に
お
い
て
進
め

る
べ
き
と
さ
れ
た
、
東
京
8
号
線
（
有

楽
町
線
）
を
含
む
7
路
線
に
つ
い
て
、

早
期
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
方
策
を

講
じ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
帰
宅

困
難
者
対
策
、
大
規
模
水
害
時
に
お
け

る
広
域
避
難
に
係
る
体
制
整
備
は
、
国

が
主
体
と
な
っ
て
関
係
機
関
と
の
連

携
・
調
整
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
ま
し

た
。堂

故
副
大
臣
は
、「
要
望
は
承
っ
た
。」

と
し
た
う
え
で
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
は
、
要
望
に
あ
る
7

路
線
は
い
ず
れ
も
重
要
で
あ
り
、
都
心

の
地
下
を
通
る
の
で
事
業
費
は
か
か
る

が
、
都
な
ど
と
し
っ
か
り
連
携
し
て
進

め
て
い
く
。
都
市
計
画
道
路
等
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
は
、
立
体
事
業
を
含
め

道
路
整
備
は
重
要
だ
が
、
全
国
か
ら
要

望
も
あ
る
の
で
進
捗
は
遅
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
都
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

各
地
元
区
で
流
域
治
水
の
考
え
方
に

沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
全
体
の
流
域
治
水
は
国
が
責
任

を
持
っ
て
進
め
て
い
く
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

2
　
総
務
省

地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
に
つ
い

て
、
要
請
し
ま
し
た
。

法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
等
の
不

合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る
特
別
区
へ
の

影
響
が
、
年
間
で
3
千
億
円
を
超
え
、

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
の

累
計
で
は
、
1
兆
9
千
億
円
に
も
の
ぼ

り
、
特
別
区
の
財
政
運
営
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
地
域
間
の
税
収

格
差
の
是
正
は
、
地
方
税
の
原
則
を
歪

め
る
こ
と
な
く
、
国
の
責
任
に
お
い
て

地
方
交
付
税
制
度
で
行
う
べ
き
、
と
早

急
な
対
処
を
求
め
ま
し
た
。

特
に
、
現
在
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
、
返
礼
品
が
寄
附
を
集
め
る
主
な
手

段
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
に
よ
り
、
本
来
は
国

税
か
ら
控
除
す
る
分
ま
で
自
治
体
で
肩

代
わ
り
さ
せ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
制
度

を
巡
る
様
々
な
問
題
が
あ
る
た
め
、
制

度
の
廃
止
を
含
め
抜
本
的
な
見
直
し
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

原
総
務
審
議
官
は
、「
要
望
は
承
っ

た
。」
と
し
た
う
え
で
、
地
域
間
の
税

収
格
差
に
つ
い
て
、
東
京
都
か
ら
す
れ

ば
不
合
理
と
い
う
主
張
も
あ
る
が
、
地

方
も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
る
。
決
し
て
東

京
に
財
源
が
あ
る
か
ら
は
が
す
と
い
う

視
点
で
は
な
く
、
交
付
税
も
含
め
て
あ

る
べ
き
地
方
の
財
源
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

3
　
内
閣
府
（
こ
ど
も
家
庭
庁
）

児
童
相
談
所
設
置
の
促
進
、
子
育
て

支
援
策
の
充
実
等
に
つ
い
て
要
請
し
ま

し
た
。

特
別
区
が
児
童
相
談
所
の
設
置
・
運

営
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
国
に
よ
る

財
政
措
置
や
人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

を
求
め
る
と
と
も
に
、
法
定
の
人
員
配

置
基
準
を
超
え
た
児
童
福
祉
司
等
の
配

置
経
費
を
国
庫
補
助
の
対
象
と
す
る
な

ど
、
十
分
な
職
員
体
制
確
保
へ
の
支
援

を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
都
市
特
有
の
高
コ
ス
ト
な

状
況
の
な
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

制
度
の
安
定
的
運
営
と
、
保
育
の
質
と

量
を
担
保
で
き
る
よ
う
な
充
分
な
財
政

支
援
や
、
保
育
の
質
の
向
上
や
安
全
性

の
確
保
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の

活
用
に
資
す
る
人
材
の
確
保
を
図
る
必

要
が
あ
る
な
か
、「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
の
実
施
が
保
育
士
不
足
の
深

刻
化
を
招
く
懸
念
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

特別区長会、国に対し要望活動を行う
～令和7年度　国の施策及び予算に関する要望～

国土交通省　堂故副大臣に要望書を提出

総務省　原総務審議官に要望書を提出
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ま
で
の
支
援
制
度
の
拡
充
に
加
え
、
国

の
責
任
に
お
い
て
保
育
士
の
処
遇
改

善
、
人
材
確
保
等
の
支
援
を
求
め
ま
し

た
。渡

辺
長
官
は
、「
要
望
は
承
っ
た
。」

と
し
た
う
え
で
、
こ
ど
も
家
庭
庁
で

は
、
新
し
く
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る

際
の
研
修
の
実
施
や
、
人
材
確
保
に
係

る
国
庫
補
助
は
今
も
行
っ
て
い
る
が
、

個
別
の
手
続
き
等
も
含
め
自
治
体
か
ら

の
相
談
に
は
、
担
当
課
で
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
。

人
材
確
保
の
た
め
の
手
当
の
導
入
は

か
な
り
厳
し
い
が
、
総
務
省
と
も
連
携

を
し
、
必
要
な
財
政
措
置
は
地
方
交
付

税
の
中
で
工
夫
し
て
い
く
。

待
機
児
童
数
は
、
市
町
村
で
か
な
り

少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
特
別
区
を
は

じ
め
と
し
て
都
市
部
は
ま
だ
十
分
で
は

な
い
の
で
、
対
応
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。処

遇
改
善
を
含
め
た
保
育
士
等
人
材

の
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
配
置
基
準
の
見
直
し
も
含

め
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
の
中
で
、
総
務

省
に
も
配
慮
を
求
め
、
地
方
財
政
負
担

が
生
じ
な
い
よ
う
引
き
続
き
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

な
お
、
厚
生
労
働
省
へ
の
要
望
活
動

は
8
月
26
日
に
行
い
ま
し
た
。

※�

そ
の
他
の
各
省
庁
に
は
、
事
務
局
に

お
い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
令
和
7
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予

算
に
関
す
る
要
望
」
の
本
文
は
、
区
長

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（w
w
w
.tokyo23city-kuchokai.jp

）

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

要 望 先 省 庁 要　望　事　項

内 閣 官 房 行政のデジタル化の推進

内 閣 府
地方分権改革の推進・地方税財源の充実強化
災害対策の充実

こども家庭庁
子育て支援策の充実
児童相談所設置の促進

デ ジ タ ル 庁 行政のデジタル化の推進

総 務 省
地方分権改革の推進・地方税財源の充実強化
行政のデジタル化の推進

法 務 省
行政のデジタル化の推進
外国人労働者受入れ拡大に伴う環境整備

財 務 省

地方分権改革の推進・地方税財源の充実強化
国有財産の活用
児童相談所設置の促進
都市緑地の保全の推進

文 部 科 学 省

地方分権改革の推進・地方税財源の充実強化
国有財産の活用
子育て支援策の充実
学校教育の推進

要 望 先 省 庁 要　望　事　項

厚 生 労 働 省

国有財産の活用
ホームレス自立支援策の充実
生活保護制度の充実・改善
障害者施策の充実
介護保険制度の充実
医療保険制度の充実
予防接種の充実
受動喫煙対策の推進

経 済 産 業 省
地球温暖化防止対策の推進
廃棄物処理対策の強化

国 土 交 通 省

交通システムの整備促進
都市計画道路等の整備促進
都市インフラの改善
都市緑地の保全の推進
災害対策の充実
学校教育の推進

環 境 省
災害対策の充実
地球温暖化防止対策の推進
廃棄物処理対策の強化

こども家庭庁　渡辺長官に要望書を提出

令和7年度　国の施策及び予算に関する要望事項（要望先省庁別一覧）
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特
別
区
長
会
は
、
8
月
20
日
都
庁
に

お
い
て
、
令
和
7
年
度
の
都
の
施
策
及

び
予
算
に
関
す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
吉
住
会
長
（
新
宿
区
長
）、

近
藤
副
会
長
（
足
立
区
長
）、
斉
藤
副

会
長
（
江
戸
川
区
長
）、
山
本
幹
事
（
中

央
区
長
）
が
、
栗
岡
東
京
都
副
知
事
に

要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

【
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
】

要
望
の
内
容
は
、
各
区
か
ら
提
出
さ

れ
た
項
目
を
も
と
に
、
区
長
会
で
決
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

新
規
要
望
項
目
を
含
め
、
計
21
項
目

の
課
題
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

吉
住
会
長
か
ら
は
、
特
に
5
点
の
重

点
事
項
に
対
し
、
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

1
　	

児
童
相
談
所
設
置
の
促
進
に
つ
い

て
令
和
6
年
8
月
ま
で
に
、
8
区
が
児

童
相
談
所
を
開
設
し
、
今
後
も
順
次
開

設
が
続
く
が
、
児
童
相
談
体
制
の
大
幅

な
拡
充
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た

め
に
重
要
で
あ
り
、
都
と
区
の
連
携
強

化
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

区
立
児
童
相
談
所
設
置
に
伴
う
財
調

の
配
分
割
合
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
令

和
6
年
7
月
末
に
終
了
し
た
、「
区
立

児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置

付
け
に
関
す
る
都
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
速
や
か
に
財
調
協
議
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
協
議
に
お
い
て
、
適
切
な

配
分
割
合
が
実
現
す
る
よ
う
、
対
応
を

お
願
い
す
る
。

2
　	

都
区
の
役
割
分
担
に
関
す
る
協
議

の
実
施
に
つ
い
て

都
区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
再
開

を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
全
国
で
唯
一
特
別
区
だ
け
が

外
さ
れ
て
い
る
用
途
地
域
の
都
市
計
画

決
定
権
限
等
の
あ
り
方
や
、
財
源
の
問

題
を
含
め
た
都
市
計
画
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
協
議
の
場
を
設
け
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

さ
ら
に
、
固
定
資
産
税
や
市
町
村
民

税
法
人
分
等
に
つ
い
て
、
政
策
的
な
減

免
な
ど
を
行
う
場
合
、
都
区
の
共
有
財

源
で
あ
る
の
で
、
事
前
の
協
議
を
お
願

い
す
る
。

3
　	

特
別
区
都
市
計
画
交
付
金
の
拡
充

に
つ
い
て

都
市
計
画
税
本
来
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
特
別
区
が
行
う
都
市
計
画
事
業
を

よ
り
計
画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
全

事
業
を
交
付
対
象
と
す
る
こ
と
、
都
区

の
実
施
実
績
に
応
じ
た
配
分
と
す
る
こ

と
及
び
、
交
付
率
の
上
限
撤
廃
等
の
適

切
な
改
善
を
お
願
い
す
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
都
区

で
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
財
調
協
議
で

は
、
例
年
、
引
き
続
き
の
議
論
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
制
度
の
抜
本
的

な
見
直
し
に
向
け
て
、
早
急
に
協
議
の

場
を
設
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

い
す
る
。

4
　
災
害
対
策
に
つ
い
て

切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
る
首
都
直
下
地

震
及
び
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
激
甚
化
す
る

豪
雨
災
害
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

特
に
、
1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
、
自
治
体
が
開
設
す
る

避
難
所
運
営
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

た
の
で
、
避
難
所
に
お
け
る
備
蓄
物
資

の
保
管
場
所
整
備
や
、
備
蓄
物
資
の
購

入
に
対
し
、
必
要
な
財
政
支
援
を
お
願

い
す
る
。

ま
た
、
震
災
等
災
害
発
生
時
に
相
当

数
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
が
、
将
来
的
に
特
別
区
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
債
務
の
免
除
に

関
し
、
条
例
の
制
定
等
必
要
な
対
応
を

お
願
い
す
る
。

5
　
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

義
務
教
育
に
お
い
て
、
学
校
給
食
を

無
償
で
提
供
す
る
こ
と
は
教
育
の
根
幹

で
あ
り
、
国
の
責
務
で
あ
る
。
財
源
措

置
や
給
食
法
の
改
正
も
含
め
、
国
へ
強

く
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
材
料
費
の

高
騰
も
続
い
て
い
る
の
で
、
当
面
の
間
、

都
に
お
い
て
必
要
な
財
政
支
援
の
継
続

を
お
願
い
す
る
。

併
せ
て
近
藤
副
会
長
か
ら
は
、
能
登

半
島
地
震
の
検
証
を
行
い
都
区
の
役
割

も
含
め
た
関
係
の
強
化
に
つ
い
て
、
斉

藤
副
会
長
か
ら
は
、
児
童
相
談
所
の
件

も
含
ま
れ
て
い
る
「
都
区
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
の
再
開
に
つ
い
て
、
山
本

幹
事
か
ら
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
に
係

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ
込
め
を
防
止
す

る
技
術
開
発
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

【
都
の
回
答
】

応
対
し
た
栗
岡
副
知
事
か
ら
は
、

「
要
望
の
内
容
は
私
か
ら
責
任
を
も
っ

て
知
事
に
伝
え
る
。」
と
発
言
し
た
う

え
で
、
児
童
相
談
所
に
関
す
る
財
調
協

議
は
、
都
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
、
配
分
割
合
の
前
段
と
な
る
議
論
を

進
め
た
結
果
、
都
区
双
方
の
考
え
方
の

背
景
等
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
が

明
確
に
な
っ
た
こ
と
が
成
果
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、

都
区
で
真
摯
に
議
論
を
進
め
て
い
く
。

都
区
の
役
割
分
担
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て
は
、
都
市
課
題
を
共
有
し
、
共

に
学
び
合
う
場
と
し
て
、
本
年
4
月
に

「
都
区
連
携
の
勉
強
会
」
を
開
催
し
、

都
区
で
議
論
を
交
わ
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
引
き
続
き
、
未
来
志
向
で
、
同
じ

認
識
を
共
有
し
な
が
ら
課
題
に
向
き
合

特別区長会、東京都に対し要望活動を行う
～令和7年度　東京都の施策及び予算に関する要望～

東京都への要望活動の様子
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い
、
都
区
で
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
い

き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

同
席
し
た
佐
藤
総
務
局
長
か
ら
は
、

都
市
計
画
交
付
金
は
、
現
行
制
度
の
枠

組
み
の
中
で
、
各
区
の
都
市
計
画
事
業

の
実
施
状
況
な
ど
を
勘
案
し
つ
つ
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

避
難
生
活
に
必
要
と
な
る
非
常
食

は
、
都
区
で
3
日
分
の
備
蓄
を
確
保
し

て
い
る
。
今
年
度
は
全
区
市
町
村
へ
モ

バ
イ
ル
衛
星
通
信
機
器
の
配
備
、
避
難

所
等
に
お
け
る
非
常
用
電
源
の
配
備
を

行
う
。

今
後
も
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
、
特
別
区
と
と
も
に
東
京
の
防
災

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

「
令
和
7
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予

算
に
関
す
る
要
望
」
の
本
文
は
、
区
長

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（w
w
w
.tokyo23city-kuchokai.jp

）

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令和7年度　都の施策及び予算に関する要望事項一覧（特別区長会）

要望事項 要望の趣旨 要望先

1 治安対策の強化 （１）総合的な治安対策の強化及び安全・安心まちづくり施策の拡充	
（２）防犯設備の整備、維持管理に関する補助制度の拡充等

生活文化スポーツ局
警視庁

2 特別区都市計画交付金の拡充
（１）都市計画事業の実績に見合う配分
（２）全都市計画事業の交付対象化
（３）交付率の上限撤廃等の適切な改善

総務局

3 都区の役割分担等に関する協議の実施

（１）	都区制度改革・地方分権の趣旨を踏まえた役割分担や税財政制度等に関
する協議の再開

（２）用途地域等都市計画決定権限の移譲等に関する協議の実施
（３）都区の共有財源に係る政策的減免の新設・拡大を検討する際の事前協議

総務局
主税局
都市整備局

4 減収補填対策の確保 （１）特別区の減収補填債の発行に関する国への働きかけ 総務局

5 子育て支援策の充実
（１）保育環境の充実に向けた支援の拡充
（２）「ベビーシッター利用支援事業」等への財政支援
（３）医療的ケア児等受入施設に対する支援の充実

福祉局

6 児童相談所設置の促進

（１）児童相談所の移管に係る財政措置
（２）児童相談所開設時の立ち上げ支援（人材育成等の人的支援）
（３）児童相談所の移管に係る都有財産の活用
（４）児童養護施設等の負担を軽減するための措置
（５）都児童相談所の再編及び特別区との連携に関する特別区との協議

総務局
福祉局

7 山谷地域に対する総合的施策の推進

（１）関係区との連携による都を主体とした必要な施策の推進
（２）まちの魅力向上を目的とした施策への財政支援
（３）	不燃化促進による安全安心な地域の実現に向けた支援の継続及び助成額

の拡充

都市整備局
福祉局
産業労働局

8 障害者施策の充実
（１）障害者グループホーム等設置促進のための支援の充実
（２）重症心身障害者等の通所施設等への支援の充実
（３）医療的ケア児等受入施設に対する支援の充実

福祉局

9 高齢者福祉の充実 （１）施設整備等に対する補助制度の充実
（２）介護人材の確保・定着及び育成に関する施策の実施 福祉局

10 医療体制の充実と整備 （１）	基礎病床数の見直しによる病床の適正配置と、地域の実情に応じた入院
医療の確保 保健医療局

11 配偶者暴力の防止と被害者保護の充実

（１）広域的な被害者支援体制の継続
（２）関係機関との連携強化
（３）多様な被害者に対応可能な環境整備
（４）再犯防止プログラムの導入

生活文化スポーツ局
福祉局
警視庁

12 医療保険制度の充実
（１）保険料負担軽減策の更なる実施及び財政支援の拡充
（２）子育て世帯への支援
（３）国民健康保険制度の抜本的な見直しの実施

保健医療局

13 受動喫煙対策の推進 （１）喫煙所設置等の推進及び支援の拡充
（２）都有地の活用等の推進

財務局
保健医療局
産業労働局
建設局

14 交通システムの整備促進 （１）鉄道網の整備
（２）地域公共交通に関する補助の拡充

都市整備局
交通局

15 都市計画道路等の整備促進

（１）都市計画道路の整備推進
（２）連続立体交差事業の促進
（３）東京外かく環状道路等の整備促進
（４）都市計画道路予定地の暫定活用

都市整備局
建設局

16 都市インフラの改善
（１）国道の立体整備
（２）電線類の地中化の促進
（３）羽田空港の機能強化に係る対応

都市整備局
建設局

17 災害対策の充実

（１）土砂災害防止対策の推進
（２）帰宅困難者対策の推進
（３）住宅の防災対策の推進
（４）災害応急対策の推進
（５）木造密集地域対策の一層の充実
（６）河川・下水道施設（貯留施設等）の整備の推進
（７）スーパー堤防整備等の事業促進
（８）大規模水害時における広域避難体制の構築
（９）広域避難場所の早急な整備及び避難誘導等の特別区との連携
（10）非常用電源設備等の設置改修促進
（11）災害廃棄物処理に係る仮置場の確保
（12）災害援護資金貸付制度（都制度）の改善

総務局
都市整備局
住宅政策本部
環境局
福祉局
医療保健局
産業労働局
建設局
港湾局
交通局
下水道局
教育庁
東京消防庁

18 都市緑地の保全の推進 （１）自治体による緑地買取りへの対応
（２）緑地所有者への対応

政策企画局
主税局
都市整備局
環境局
産業労働局

19 都市河川等の環境の改善 （１）都市河川等の水質改善策の充実
建設局
港湾局
下水道局

20 地球温暖化防止対策の推進 （１）地球温暖化防止対策推進への支援の充実 環境局
産業労働局

21 学校教育の推進 （１）国の負担による学校給食無償化への働きかけ等 教育庁
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令
和
7
年
度
の
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
し
、
8
月

2
日
に
特
別
区
議
会
議
長
会
お
の
せ
康
裕
会
長
（
目
黒

区
議
会
議
長
）
鈴
木
た
か
や
副
会
長
（
港
区
議
会
議

長
）
大
沢
た
か
し
会
計
監
事
（
北
区
議
会
議
長
）
が
厚

生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
を
訪
問
し
、
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
8
月
6
日
に
文
部
科
学
省
、
9
日

に
総
務
省
、
財
務
省
を
会
長
、
副
会
長
が
訪
問
し
、
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
各
区
議
会
議
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
項

目
を
基
に
、
7
月
の
議
長
会
総
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

●
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
要
望

武
見
敬
三
厚
生
労
働
大
臣
と
面
談
し
、
ひ
き
こ
も
り

相
談
・
支
援
等
の
充
実
、
若
者
の
市
販
薬
の
過
剰
摂
取

（
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
）
防
止
対
策
の
強
化
等
の
3
項
目

を
要
望
し
ま
し
た
。

武
見
大
臣
か
ら
は
「
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

は
、
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
23
区
で
の
相

談
業
務
の
あ
り
方
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
状
況
等
、
い
ろ
い

ろ
な
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ
を
教
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
こ
ち
ら
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
薬
局
の
提
供
者
側
だ

け
で
は
な
く
、
特
に
学
校
教
育
の
中
で
、
先
生
が
指
導

し
て
く
れ
る
と
一
番
良
い
。
薬
局
は
厚
労
省
担
当
だ

が
、
む
し
ろ
区
議
会
か
ら
直
接
教
育
委
員
会
に
言
っ
て

い
た
だ
い
て
、
両
方
か
ら
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
を
抑
え
る

か
た
ち
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。」

等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

●
国
土
交
通
大
臣
へ
の
要
望

堂
故
茂
副
大
臣
と
面
談
し
、
鉄
道
の
連
続
立
体
交
差

事
業
の
一
層
の
推
進
等
の
5
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

堂
故
副
大
臣
か
ら
は
「
一
番
大
事
な
の
は
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
だ
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
整
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
非
常
に
大
事
な
要
素
で
あ
る
。

予
算
の
獲
得
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
日
本
社
会
を
進
化
さ
せ
る
た
め
に
は
交

通
安
全
を
含
め
て
、
大
事
な
訴
え
、
事
業
だ
と
思
う
。

こ
ち
ら
も
頑
張
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
支
援
い
た
だ
き
た

い
。」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

●
文
部
科
学
大
臣
へ
の
要
望

盛
山
正
仁
文
部
科
学
大
臣
と
面
談
し
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
教
員
不
足
解
消
と
教
員
の
質
の
向
上
に
向

け
た
取
組
の
更
な
る
強
化
等
の
教
育
環
境
の
更
な
る
充

実
の
た
め
の
財
政
支
援
及
び
不
登
校
の
公
的
対
応
強
化

を
求
め
る
要
望
等
の
3
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

盛
山
大
臣
か
ら
は
「
給
食
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食

に
関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
年
末
を
目

途
に
論
点
を
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が

終
わ
る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。
教
員
に
つ
い
て

は
、
処
遇
の
改
善
を
含
め
た
働
き
方
改
革
に
取
り
組
も

う
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
が
進
め
ば
、
先
生
に

対
し
て
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
て
き
て
、
学
生
さ
ん

も
教
職
を
取
っ
て
教
員
に
な
ろ
う
と
考
え
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
不
登
校
に
つ
い
て
は
、

不
登
校
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
こ
れ
を
ま
ず
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ

し
て
、
残
念
な
が
ら
不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
子

さ
ん
に
対
し
て
の
家
庭
学
習
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
国

と
し
て
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。
少
し
で
も
早
く
学
校
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
健
全
に
立
ち
直
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
我
々
も
未
来
を
支
え
る
貴
重
な
人
材
を
し
っ
か

り
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。」
等
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

●
総
務
大
臣
へ
の
要
望

原
邦
彰
大
臣
官
房
総
務
審
議
官
と
面
談
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
関
す
る
要
望
等
の
2
項
目
を
要
望
し
ま

し
た
。

原
審
議
官
か
ら
は
「（
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
）
本

来
で
あ
れ
ば
返
礼
品
な
し
で
、
自
分
を
大
き
く
育
て
て

も
ら
っ
た
地
方
の
お
か
げ
（
恩
返
し
）
と
い
う
趣
旨
は

悪
く
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
か
、
能
登
半
島
は
返
礼
品
な
し
で
（
寄
付

件
数
が
）
4
倍
膨
ら
ん
で
い
て
、
今
回
、
宮
崎
の
災
害

で
苦
労
し
た
と
こ
ろ
に
少
し
で
も
助
け
に
な
ろ
う
と
い

う
、
こ
う
い
う
発
想
は
悪
く
な
い
と
思
う
。
一
方
、
税

制
と
は
違
う
、
地
場
産
業
の
振
興
的
な
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
と
思
う
。
た
だ
、
金
額
が
大
き
く
な
り
、
今
年
は

1
兆
円
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
節
目
の
と
き
で
は

あ
る
。
過
去
に
も
法
律
改
正
し
て
地
場
産
品
は
3
割
、

手
数
料
も
含
め
て
5
割
と
い
う
こ
と
で
基
準
を
決
め
て

き
て
、
そ
れ
で
も
多
す
ぎ
る
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
本

来
の
趣
旨
と
い
う
こ
と
を
常
に
忘
れ
な
い
で
、
い
ろ
い

特別区議会議長会、
国に対し要望活動を行う

武見厚生労働大臣に要望書を手渡すおのせ会長（中央左）、
鈴木副会長（左）、大沢会計監事（右）

盛山文部科学大臣に要望書を手渡す
おのせ会長（右）、鈴木副会長（左）
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ろ
な
見
直
し
を
し
な
が
ら
や
り
た
い
と
思
う
。
皆
さ
ん

か
ら
見
る
と
小
さ
な
一
歩
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
今

年
の
ポ
イ
ン
ト
廃
止
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
、
我
々
か

ら
す
れ
ば
適
正
化
に
向
け
て
の
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い

る
。」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

●
財
務
大
臣
へ
の
要
望

瀬
戸
隆
一
財
務
大
臣
政
務
官
と
面
談
し
、
地
方
税
財

源
の
充
実
強
化
等
の
2
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

瀬
戸
政
務
官
か
ら
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
の

い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
国
と
し
て

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。
財

務
省
と
し
て
も
総
務
省
と
し
っ
か
り
や
り
取
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
皆
さ
ん
も
総
務
省
と
お
話
を

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。
首
都
圏
の
皆
さ
ん
に
も

助
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
、
皆
さ
ん
も
皆
さ

ん
で
ま
た
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
し
ょ
う
し
、
し
っ

か
り
受
け
止
め
て
い
き
た
い
。」
等
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

「
令
和
7
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
」

の
本
文
は
、
特
別
区
議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.tokyo23city-gichokai.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令和7年度	国の施策及び予算に関する要望先・要望事項

要　望　先 要　望　事　項

厚 生 労 働 大 臣
1	　ひきこもり相談・支援等の充実を求める要望
2	　若者の市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）防止対策の強化を求める要望
3	　国民健康保険事業の抜本的見直しを求める要望

国 土 交 通 大 臣

1　鉄道の連続立体交差事業の一層の推進を求める要望
2	　観光バス駐車場の整備に関する要望
3	　法定受託事務として地方自治体が実施している調査の見直しに関する要望
4	　災害時の生活環境向上に関する要望
5　航空機の安全確保を求める要望

文 部 科 学 大 臣
1　教育環境の更なる充実のための財政支援を求める要望
2	　特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める要望
3　不登校の公的対応強化を求める要望

総 務 大 臣
1	　ふるさと納税制度に関する要望
2	　法定受託事務として地方自治体が実施している調査の見直しに関する要望

財 務 大 臣
1　教育環境の更なる充実のための財政支援を求める要望
2	　地方税財源の充実強化を求める要望

以下の要望は、郵送により行いました。

農 林 水 産 大 臣 1	　法定受託事務として地方自治体が実施している調査の見直しに関する要望

経 済 産 業 大 臣 1	　法定受託事務として地方自治体が実施している調査の見直しに関する要望

内閣府特命担当大臣
（こども政策　少子化対策）

1　教育環境の更なる充実のための財政支援を求める要望
2　不登校の公的対応強化を求める要望

内閣府特命担当大臣
（孤独・孤立対策）

1　ひきこもり相談・支援等の充実を求める要望
2	　若者の市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）防止対策の強化を求める要望
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平
成
26
（
2
0
1
4
）
年
9
月
に
開
始
し
た
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い

う
。）
は
、
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
に
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
年
を

振
り
返
る
コ
メ
ン
ト
や
連
携
事
業
例
等
を
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た
関
係
団
体
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
、
令
和
6
年

7
月
9
日
（
火
）
か
ら
8
月
29
日
（
木
）
ま
で
、
東
京
区
政
会
館
1
階
で
左
記
の
と
お
り
、
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
10
年
間
を
振
り
返
り
、
展
示
を
通
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
全
国
と
の
繋

が
り
、
今
後
の
展
望
を
紹
介
し
た
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

◆�
23
区
と
各
地
域
の
交
流
実
績
を

パ
ネ
ル
に
て
紹
介

◆�

広
域
連
携
協
定
締
結
団
体
の
コ

メ
ン
ト
を
バ
ナ
ー
に
て
紹
介

◆�

賛
同
自
治
体
の
コ
メ
ン
ト
を
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
て
紹
介

◆�

包
括
連
携
協
定
締
結
企
業
の
コ

メ
ン
ト
を
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
て

紹
介

◆�

壁
面
に
「
東
北
絆
ま
つ
り
」
の

紹
介
動
画
を
投
影

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

令
和
6
年
度
第
1
回
全
国
連
携
展
示

「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
年
の
あ
ゆ
み
」
を
開
催
し
ま
し
た

8
月
19
日
（
月
）
に
第
2
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

■	

大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
団
体
へ
の
職
員
派
遣
に

つ
い
て

■	

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け
に

関
す
る
都
区
P
T
・
W
G
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
区
別
算
定
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
度
知
事
と
区
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換
に

つ
い
て

■
都
区
連
携
の
勉
強
会
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
へ
の
協
力
に
つ
い
て

■	

特
別
区
競
馬
組
合
議
会
臨
時
会
提
出
予
定
案
件
に
つ

い
て

■
各
団
体
予
算
執
行
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
の
報
告
・
依
頼
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
へ
の
協
力
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
区
別
算
定
に
つ
い
て

■	

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会
（
令
和
6
年
度
第
2
回
）

に
つ
い
て

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■
議
長
会
会
議
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
6
年
8
月
区
長
会
・
議
長
会

の
主
な
案
件
等

令
和
6
年
第
2
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

8.6

会
長
区

8.19

会
長
議
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－同時発売のハロウィンジャンボミニは、1等・前後賞合わせて5,000万円！－
　秋、恒例のハロウィンジャンボ宝くじが、9月17日（火）から10月17日（木）まで、全国の宝くじ売場で発売されます。
　ハロウィンジャンボミニも同時発売されます。

収益金は全額区市町村へ交付！！
明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために
使われます
　昨年は、総額14億6,730万円余が都内62区市町村に交付され、地域における芸術・文化の振興に係る事業や地球温暖化対策・環
境保全に係る事業など住民の福祉向上のために使われました。

●発売期間　9月17日（火）から10月17日（木）まで
●抽せん日　10月25日（金）

公益財団法人東京都区市町村振興協会　電話（5210）9944

この宝くじの
収益金は区

市町村の

明るいまち
づくりや環境

対策、高齢化

対策など地
域住民の福

祉向上の

ために使わ
れます。

公益財団法人 東京都区市町村振興協会

ハロウィンジャンボ9月17日（火）から発売　1等・前後賞合わせて5億円！

8
月
19
日
（
月
）
に
第
2
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

■	

大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
団
体
へ
の
職
員
派
遣
に

つ
い
て

■	

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上
の
位
置
付
け
に

関
す
る
都
区
P
T
・
W
G
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
区
別
算
定
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
度
知
事
と
区
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換
に

つ
い
て

■
都
区
連
携
の
勉
強
会
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
へ
の
協
力
に
つ
い
て

■	

特
別
区
競
馬
組
合
議
会
臨
時
会
提
出
予
定
案
件
に
つ

い
て

■
各
団
体
予
算
執
行
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
の
報
告
・
依
頼
に
つ
い
て

■	

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
へ
の
協
力
に
つ
い
て

■
令
和
6
年
度
都
区
財
政
調
整
区
別
算
定
に
つ
い
て

■	

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会
（
令
和
6
年
度
第
2
回
）

に
つ
い
て

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■
議
長
会
会
議
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）
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特別区職員研修所からのご案内

11月の研修メニューを紹介します
●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

課税② 11/18（月）・11/19（火）・
11/20（水）・11/22（金） 住民税賦課事務を担当する職務経験2年程度の職員

環境衛生 11/26（火）・11/27（水） 環境衛生監視業務に従事する職員

障害者地域支援 11/18（月）・11/22（金）・	
11/29（金） 障害者施策、障害者福祉に携わる職員

中堅保育士② 11/11（月）・11/15（金） 保育・子育て支援に携わる職務経験が概ね10年以上の職員
道路管理（占用） 11/18（月）・11/19（火） 道路管理の占用（監察を含む）業務を担当する職務経験1～3年程度の職員
技術職養成（土木造園） 11月上旬 技術職（土木造園職）として採用された職務経験1～3年程度の職員

土壌汚染対策（用地管理） 11/13（水）・11/14（木） 用地・管財・土木・学校・環境等の部署において、土壌汚染対策に関する事務を担当する職員
道路・橋梁 11/5（火） 道路・橋梁の維持管理業務を担当する職員

児童相談所関連研修

児童福祉司任用後研修②
11/7（木）・11/8（金）・
11/14（木）・11/21（木）・	
11/22（金）

1　児童福祉司として任用後1年目の職員
　　（上記根拠：児童福祉法第13条第9項）
2　子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
※	児童相談所設置区以外の方も受講できますが、法律で義務付けられた研修を受講
したことを証明する修了証は交付されません。

子ども家庭福祉行政組織運営
研修 11/18（月）・11/25（月） 1　児童相談所、こども家庭センターに勤務する管理監督職及び係長級職員2　子ども家庭福祉、保健所・保健センター等に勤務する管理監督職及び係長級職員
児童心理司（基礎）Ⅱ 11/15（金）・11/29（金） 子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

司法面接③ 11/11（月）・11/12（火） 1　児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員2　子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
ステップアップ研修

思考力・論理構築力向上⑦ 11/28（木） 係長級以下の職員 ★主任の職員
コミュニケーション	
スキルアップ⑤ 11/12（火） 全 職 員 ★	区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケー

ションスキルを身につけたい採用2～6年目程度の職員

悪質クレームの法的対応② 11/6（水） 全 職 員 ★	日常業務において対応する悪質なクレームについての知識を
深め、法的対応について学びたい職員

チームリーダーとしての
基礎力向上④ 11/15（金）・11/29（金） 主 任 及 び

係 長 級 の 職 員

★（1）	タイムマネジメント、危機管理、目標管理及び業務改善
などのマネジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて
学びたい係長級の職員

　（2）	係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身
の職務遂行能力向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法④ 11/11（月） 1 級 職 の 職 員 ★	地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を
行いたい1級職の職員

地方自治法④ 11/8（金） 1 級 職 の 職 員 ★	法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから
地方自治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

試行研修
地方公務員法・地方自治法の
知っておきたいポイント
（eラーニング）④

11/11（月）～12/6（金） 1 級 職 の 職 員 ★	eラーニングにより初歩的な地方公務員法及び地方自治法を
学びたい職員（採用4～5年目程度の職員）

※紙面の都合上、11月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部12月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※	研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法
や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。

※	研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/
index.html）もご覧ください。	 （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。

  研修名：発達障害支援（演習）（第1回）
対　象：発達障害のある子どもへの支援に携わる職員、
　　　　子ども家庭福祉行政に携わる職員
内　容： •子どもの発達の捉え方と発達障害の理解	 • ペアレント・トレーニング
　　　　 •ティーチャーズ・トレーニング	 • 事例演習

日時：	11月1日（金）	
9：00〜17：00	
11月28日（木）	
9：00〜12：30
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●	マーケティング入門（応用編その1）	
売れない時代の売れるしくみを学ぶ	 【講座コード：2431E001】

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050	（平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　「マーケティング入門（基本編その1）」、「同（基本編そ
の2）」の知識をベースに、企業の市場戦略を具体的に考え
ていく講座です。まず、市場というものを理解することか
ら始め、さらに、経営者は企業を取り巻く諸環境に対して
どのように対応しながらマーケティング戦略を構築するの
かを探ります。社会対応、取引・流通対応、競争対応はど
のように行われるのか。「マーケティング入門（応用編その
1）」では製品戦略と価格戦略について解説していきます。

第1回　製品戦略①
第2回　製品戦略②

第3回　価格戦略①
第4回　価格戦略②

講　師：小泉	徹　東京都立大学	名誉教授
日　時：	10月7日（月）、21日（月）、28日（月）、	

11月11日（月）	
19：00～20：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●	意思決定の脳・神経科学	
脳の働きから選択・意思決定を考える	 【講座コード：2431G004】

　私たちの生活は、例えば「今日の夕食に何を食べるの
か？」、「物事を今日やるのか、先延ばしにするのか？」な
ど、選択にあふれています。この何かを選択する認知過程
を意思決定と呼びます。意思決定は脳の機能に支えられて
いますが、日々の選択の内容や結果について考えることは
あっても、脳がどのように意思決定に関わっているのかに
ついてはあまり考えることはないのではないでしょうか。
　本講座では、神経科学や心理学の研究の視点から意思決
定の基礎となっている脳の機能と性質を紹介し、私たちが
普段どのように意思決定をおこなっているのかについて考
えます。

第1回　価値と意思決定：価値判断は現状認識で変わる
第2回　記憶と意思決定：知識と経験が意思決定を形づくる

第3回　感情と意思決定：	こころとからだは意思決定を左
右する

第4回　状況と意思決定：脳がそなえた意思決定の戦略

東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
10月開講講座のご案内です！！

講　師：	雨宮	誠一朗　理化学研究所		
脳神経科学研究センター研究員

日　時：	10月17日（木）、24日（木）、31日（木）、	
11月14日（木）	
19：00～20：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
混
乱
か
ら
世
界
は
立
ち
直
り
始
め
て

い
ま
す
が
、
活
動
が
再
開
さ
れ
る
に
つ

れ
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費

な
ど
に
よ
り
、
気
候
変
動
や
廃
棄
物
管

理
な
ど
の
環
境
問
題
が
国
際
社
会
に
与

え
る
影
響
が
再
び
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で
は

以
前
か
ら
「
国
際
協
力
」
を
軸
と
し
た

事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
改
め
て
世
界
か
ら
廃
棄
物

管
理
の
技
術
的
助
言
や
人
材
育
成
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
後
は
食
品
ロ
ス
や
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
始
め
と
し
た
、
区

民
に
身
近
で
あ
り
な
が
ら
国
際
的
な
環

境
問
題
を
区
民
に
伝
え
る
活
動
に
も
重

点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
清
掃
一
組
の
国
際
協
力
事
業

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1	

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）

皆
さ
ん
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
最
近
で
は
、
公

共
団
体
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
企
業
に

お
い
て
も
組
織
を
運
営
す
る
上
で
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標
と
な
っ
て

い
ま
す
。

S
D
G
s
に
は
経
済
、
社
会
及
び
環

境
と
い
う
3
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、

17
あ
る
目
標
の
う
ち
の
多
く
が
環
境
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

環
境
問
題
は
国
際
的
に
共
通
し
て
克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
開
発
途
上
地
域
を
中
心
と
し

た
国
々
で
は
、
人
口
の
増
加
や
、
都
市

へ
の
集
中
、
工
業
化
、
貧
困
な
ど
様
々

な
要
因
が
組
み
合
わ
さ
り
、
都
市
大
気

汚
染
、
水
質
汚
濁
、
衛
生
環
境
の
悪

化
、
森
林
や
土
壌
の
劣
化
、
生
物
多
様

性
の
減
少
、
海
洋
汚
染
な
ど
様
々
な
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
各
国
で
排
出
さ
れ
た
汚

染
物
質
が
、
国
境
を
超
え
、
気
候
変
動

や
酸
性
降
下
物
な
ど
の
広
域
的
な
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
に
お
い
て
も
、
製
造
と

消
費
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
で
の
食
料
廃

棄
、
電
子
機
器
の
増
加
に
伴
う
廃
棄
物

処
理
の
課
題
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
、
外
来
種
に
よ
る

生
物
多
様
性
の
喪
失
な
ど
は
、
引
き
続

き
環
境
に
関
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
参
考
：
国
連
・
環
境
省
H
P
）

2	

清
掃
事
業
に
お
け
る
国
際
協
力

国
際
協
力
事
業
は
令
和
3
年
度
に
策

定
し
た
「
東
京
二
十
三
区
清
掃
事
業
国

際
協
力
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い

う
。）」
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

国
際
協
力
を
行
う
こ
と
は
、
海
外
諸

都
市
の
課
題
解
決
、
区
民
の
意
識
向

上
、
ひ
い
て
は
地
球
環
境
の
保
全
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
1
つ
の
地
域
の

ロ
ー
カ
ル
な
環
境
問
題
も
地
球
規
模
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
問
題
に
連
鎖
し
て

い
ま
す
。

地
球
環
境
の
保
全
と
い
う
世
界
共
通

の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
く
た
め

に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貢
献
と
地
域
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
結
ぶ
」
を
基
本
理
念
に
据

え
、
次
の
①
か
ら
③
ま
で
を
事
業
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
国
際
協
力
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

①�

東
京
23
区
と
連
携
し
、
収
集
・
運
搬

か
ら
中
間
処
理
ま
で
の
廃
棄
物
処
理

に
お
け
る
国
際
協
力
を
展
開
し
て
い

く
。

②�

国
の
海
外
展
開
戦
略
や
東
京
都
、
東

京
23
区
の
友
好
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り

地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
し
て
い
く
。

③�

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
評
価
・

検
証
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

こ
の
基
本
理
念
と
考
え
方
に
基
づ

き
、
東
京
23
区
と
清
掃
一
組
が
協
力
し
、

東
京
23
区
に
お
け
る
清
掃
事
業
の
経
験

や
廃
棄
物
処
理
技
術
の
知
識
な
ど
を
広

く
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
諸

都
市
の
課
題
解
決
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
東
京
23
区
に
お
い
て
国
際
的
な
環

境
問
題
を
区
民
に
周
知
・
普
及
啓
発
す

る
こ
と
で
、
地
球
環
境
の
保
全
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

次
か
ら
は
、
東
京
23
区
の
国
際
協
力

事
業
及
び
近
年
の
事
業
実
績
を
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
3
つ
の
柱
で
あ

る
「
海
外
諸
都
市
へ
の
技
術
的
助
言
」、

「
海
外
人
材
の
育
成
支
援
」、「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
」
に
沿
っ
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

3	

海
外
諸
都
市
へ
の
技
術
的
助
言

東
京
23
区
と
と
も
に
、
環
境
省
な
ど

が
進
め
る
海
外
諸
都
市
へ
の
支
援
事
業

に
継
続
的
に
参
加
し
、
現
地
の
行
政
担

当
者
な
ど
に
対
し
て
、
ご
み
の
分
別
・

収
集
や
清
掃
工
場
の
建
設
・
運
営
に
関

す
る
知
見
を
伝
え
、
公
害
防
止
や
環
境

東京23区の清掃事業における国際協力

持続可能な開発目標（SDGs）

アクションプログラムのイメージ



19

対
策
を
助
言
し
て
い
ま
す
。

○
近
年
の
実
績

令
和
3
年
度
に
は
、
国
際
連
合
の
下

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
環
境
技
術
移
転
機

関
で
あ
る
気
候
技
術
セ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
C
T
C
N
）
を
通
じ
、
ベ

ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
か
ら
日
本
国

に
対
し
、
長
期
的
な
脱
炭
素
社
会
の
構

築
に
資
す
る
よ
う
、
世
界
規
模
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
な
が
る

支
援
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地
方
政
府

や
事
業
者
な
ど
が
、
現
地
の
状
況
に
応

じ
た
適
切
な
廃
棄
物
管
理
技
術
を
導
入

で
き
る
よ
う
、
廃
棄
物
発
電
技
術
に
対

す
る
理
解
を
促
し
、
技
術
導
入
の
際
に

参
考
と
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
に

協
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
政
府
の
職
員
を
対
象

に
、
廃
棄
物
発
電
事
業
の
開
発
プ
ロ
セ

ス
や
安
定
的
な
運
転
・
管
理
方
法
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
専
門
家
と
し
て

の
清
掃
一
組
な
ど
に
よ
る
4
日
間
の
研

修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

4	

海
外
人
材
の
育
成
支
援

廃
棄
物
問
題
の
根
本
的
な
解
決
の
た

め
に
は
、
海
外
人
材
の
育
成
が
不
可
欠

で
す
。
国
や
関
係
機
関
か
ら
の
研
修
員

の
受
入
れ
の
要
請
に
対
し
、
東
京
23
区

と
と
も
に
、
収
集
現
場
や
清
掃
工
場
の

視
察
、
座
学
に
よ
る
講
義
、
英
語
に
よ

る
映
像
資
料
な
ど
も
交
え
、
効
果
的
な

学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
近
年
の
実
績

令
和
5
年
度
に
は
、
清
掃
一
組
が
国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
か
ら
依
頼

を
受
け
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
今
後
の
環

境
行
政
施
策
に
活
か
す
た
め
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
地
方
行
政
担
当
上
級
大
臣
一
行
の

視
察
を
中
防
処
理
施
設
管
理
事
務
所
と

杉
並
清
掃
工
場
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

5	

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
や
区
民

と
の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
連
携
体
制
を
よ
り
幅
広
く

か
つ
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
区
民

理
解
や
関
係
機
関
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
に
取
り
組
み
、
国
際
協

力
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
近
年
の
実
績

区
民
に
対
し
て
、
国
際
的
な
視
点
で

環
境
問
題
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
東

京
23
区
主
催
の
環
境
展
な
ど
で
パ
ネ
ル

展
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
子
ど
も
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。

さ
ら
に
、
各
区
で
の
講
演
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
6
年
1
月
に
は
、
杉

並
区
町
会
連
合
会
の
区
民
を
対
象
に

「
海
外
の
ご
み
問
題
か
ら
、
身
近
な
ご

み
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
い
ま
し
た
。

各
自
治
体
と
と
も
に
国
際
協
力
に
取

り
組
む
た
め
、
相
互
に
知
見
を
交
換
し

て
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
得
た

知
見
を
区
民
へ
の
啓
発
に
も
活
か
し
て

い
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

清
掃
事
業
国
際
協
力
室
）

CTCNオンライン研修の様子

子ども向けパンフレット

杉並清掃工場での視察の様子 中防処理施設職員との質疑の様子

区主催の環境展出展の様子

杉並区町会連合会清掃研修会の様子鹿児島県大崎町との意見交換で示された資料
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　　　　　　　　　　　　　　　開	催	成	績	 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

7 7/29～8/2 9,223,359,880円 997,323人 1,844,671,980円 199,465人 9,250円 94.5% 98.1% 96.3%
8 8/12～8/17 9,519,204,280円 1,136,648人 1,903,840,860円 227,330人 8,370円 120.7% 103.5% 116.6%
※8月16日は、台風の影響により開催を取り止め、8月17日に代替競馬（無観客）を実施した。

3歳ダート三冠最終戦「ジャパンダートクラシック」開催
10月1日、2日、3日は重賞3連戦！

使い方に合わせて選べる多様な指定席
購入は、便利なインターネットサイト「TCK TICKET」で！

　東京シティ競馬（TCK）では、10月2日（水）に第26回ジャパンダートク
ラシック（JpnⅠ）を実施します。この競走は昨年まで「ジャパンダートダー
ビー」として7月に実施していましたが、レース名を改称し、10月へと時期を移
して行われます。4月の羽田盃、6月の東京ダービーと続いてきた3歳ダート三
冠競走もいよいよ最終戦。全国からトップクラスの3歳馬が集結して行われる、
見応えたっぷりのレースにご期待ください。
　なお、前日1日（火）にはレディスプレリュード（JpnⅡ）、翌日3日（木）に
は東京盃（JpnⅡ）があり、第10回開催は3日連続でダートグレード競走が行わ
れます。こちらもぜひお楽しみください。 昨年のジャパンダートダービー優勝馬

ミックファイア号

　　レース名：ジャパンダートクラシック（JpnⅠ）
　　実施日時：2024年10月2日（水）第11競走　20：05発走予定
　　放送予定：BSイレブン　19：00～20：58　ほか

その他の
中継情報は
こちら▶▶▶

　ダイアモンドターンの一部座席は各開催初日の3ヶ月前の1日から、それ以外
の座席は1ヶ月前の1日から発売開始です。ご予約には、24時間利用可能なイン
ターネットサイト「TCK�TICKET」が便利！ぜひご活用ください。

　TCKでは、お客様のニーズに合わせた様々な指定席をご用意しています。その一部をご紹介します。

TCK TICKETは
こちらから▶▶▶

ウイングボックス／ウイングルーム
　今年6月に、L-WING4階全席
を半個室タイプのグループ席へ
リニューアル。4～12名まで、
利用される人数に応じて様々な
席種からお選びいただけます。
（L-WING　4階）

プライムシート
　お客様一人ずつの空間を重視
した独立タイプのシートで贅沢
なレース観戦をお楽しみいただ
けます。
（G-FRONT　3階）

ヴィクトリーシート
　空調完備・テーブル付きの快
適空間。ゴール直前の興奮を
リーズナブルな価格でお楽しみ
いただけます。
（G-FRONT　2階）

ダイアモンドターン
　洗練された空間で食事を味わ
いながらレースを観戦できるレ
ストランです。季節に合わせた
料理の数々をブッフェ形式でお
楽しみいただけます。
（4号スタンド　4階）

（競馬事務局　広報課）
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10月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

ジャパンダートクラシック
レディスプレリュード

東京盃

大井競馬開催

浦和競馬開催

川崎競馬開催

船橋競馬開催

マイルグランプリ

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

マイルグランプリ
（SⅡ）
●10月16日（水）
●1,600m

スピードと持久力のバランスが試されるマイ
ル（1,600m）戦で、過去の優勝馬には2021
年地方所属馬として初めてJBCクラシックを
制したミューチャリーをはじめ、南関東を代表
する数多くの実力馬が名を連ねています。
＜1着馬にゴールドカップの優先出走権を付与＞

レディスプレリュード
（JpnⅡ）
●10月1日（火）
●1,800m

プレリュード（前奏曲）の名のとおり、11月に
行われる「JBCレディスクラシック」の前哨戦
として、全国各地からトップクラスの実力馬
が参戦するダートグレード競走です。JRA所
属馬の勝利が続いており、地方所属馬の奮
起に期待がかかります。
＜1着馬にJBCレディスクラシックの優先出
走権を付与＞

ジャパンダートクラシック
（JpnⅠ）
●10月2日（水）
●2,000m

羽田盃、東京ダービーと続いた「3歳ダート三冠
競走」の最終戦で、レース名をジャパンダートダー
ビーから改称、時期も10月に移設しての実施と
なります。クラシックホースの称号をかけた最後
の戦いに、全国からトップクラスの3歳馬が集結し
熱い火花を散らします。
＜1着馬にJBCクラシックの優先出走権を付与＞

東京盃
（JpnⅡ）
●10月3日（木）
●1,200m

全国のスプリンターたちが集結し、自慢のス
ピードを披露する注目のレースです。11月に
行われる「JBCスプリント」の行方を占う意味で
も大切な一戦で、TCK所属のフジノウェーブを
はじめ、ラブミーチャン、キタサンミカヅキなど
地方所属馬の活躍も目立ちます。
＜1着馬にJBCスプリントの優先出走権を付与＞

大井競馬開催

9月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

アフター５スター賞

ゴールドジュニア 東京記念

大井競馬開催 大井競馬開催

川崎競馬開催

ゴールドジュニア（SⅢ）
●9月10日（火）
●1,400m

アフター5スター賞（SⅢ）
●9月11日（水）
●1,200m

東京記念（SⅡ）
●9月12日（木）
●2,400m

TCKで行われる最初の2歳馬限定重
賞として、2020年に準重賞から格上げされました。今年か
ら距離を1,400mに変更し、11月のハイセイコー記念を目
指す素質馬が若さ溢れる走りを披露します。翌年のクラシッ
クホースを探す意味でも見逃せないレースです。
＜1着馬・2着馬にハイセイコー記念の優先出走権を付与＞

短距離戦で持ち味を発揮する快速馬
たちが、自慢のスピードで残暑を吹き飛ばす1,200mのス
プリント戦。「東京盃」から「JBCスプリント」へ続く秋の短距
離ダートグレード戦線に向け、南関東所属の有力馬が始動
する注目のレースです。
＜1着馬に東京盃の優先出走権を付与＞

1964年の東京オリンピック開催を記
念して創設されたレースで、第1回から変わることなく
2,400mで実施している伝統の長距離重賞です。秋の大一
番「JBCクラシック」に向け、中長距離路線の有力馬が激しい
戦いを繰り広げます。
＜1着から5着馬に埼玉新聞栄冠賞の優先出走権を付与＞

浦和競馬開催

船橋競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催


